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決が言い渡される事態
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も，そして，処罰の程度が上述の諸要素からみて
支持されうるものであるということ
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　本稿は，Petter Asp, Principen om rättvis bestraffning ─ alltings grundbult, i 
Texter om, och omkring, straffrätten, Iustus 2018, s. 116─134（初出は，Tidskrift 
utgiven av Juridiska Föreningen i Finland, häfte 5─6, 2008, s. 530─543）の全訳で
ある。アスプ判事は，1970年に生まれ，ウプサラ大学で博士号を取得後，刑法
学者としてウプサラ大学教授，ストックホルム大学教授を歴任し，2017年にス
ウェーデン最高裁判事に任官されて現在に至る。本稿は，アスプ刑法学の基礎
理論を簡潔に提示したものであると同時に，一定の原理を抽象的に論証してそ
こから帰結を演繹するというスタイルとは逆の，現実に受け容れられている諸
命題から出発して，その背後にある原理にむけて仮説的推論を行うという，北
欧ならではのリアリスティックな論証スタイルをとる点で，わが国の刑法理論
に対して内容面のみならず方法論の面でも大きな示唆を与えるものと思われ
る。
　翻訳にあたっては，十河が全体を訳出し，松澤が校閲・監訳した。なお，丸
括弧内での原語の併記およびキッコー内の記述は，特に断りがない限り，訳者
による補足である。本訳稿の公刊を快諾してくださったアスプ判事に心より感
謝申し上げる。
